意見書（要旨）

――私が遺伝子組み換えに反対するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わけ),理由)――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下惣一

「歴史を変えた種」（ヘンリー・ホブハウス著　阿部三樹夫他訳　パーソナルメディア）によれば15世紀ごろから始まったヨーロッパ人の大航海の本当の理由は胡椒捜しだった。塩漬けの肉を食べやすくする唯一の香辛料であった胡椒の陸上貿易路をトルコ人によって妨害されたためやむなく海上へ乗り出し「南北アメリカは胡椒捜しの副産物として発見されたのである」（同著）という。常識をくつがえすような説であるが、大いに説得力がある。

　このように「種」は人々の食生活、暮らし、生命を支える根源であり全人類の共有財産と認識すべきものである。特定の国や地域や個人や法人の私有物にしてはならない。それを許すことはたとえていえば太陽や空気の独占を許し利用権から利用料を徴収することを認めるようなものだ。これが、遺伝子組み換え作物の実用化に反対する私の基本的なスタンスである。

　とはいえ現実に綿花や大豆などですでに遺伝子組み換え作物は栽培され、さらなる研究開発が進められている以上　等閑視することはできないという主張も理解できないわけではない。それゆえ、実験試験は進めつつ、実用化はなるべく慎重に少なくともその安全性が確認され、消費者の理解を得たのちに検討するというくらいの用心深さが求められる。

　そういう意味では“核兵器”に似ている。保有はするが使用はしないを原則としたい。

以下個別の理由を3つ述べる

1 さまざまな不測の事態が予測できること。

草食動物の牛に牛の味覚をだまして肉骨粉を与えて共食いさせたことがBSE（牛海綿状脳症）の原因であり、鳥の大量飼育が鳥インフルエンザの主要因である。そのことを考えれば遺伝子組み換え作物の実用化によってもっと深刻で困難な問題が起きることが予見できる。今回の実験でも、そのひとつが交雑防止、自然界における遺伝子汚染を防げるのかという問題。さらに耐性菌の出現の可能性、流出伝播の危険性と安全対策がそれである。それに対処する技術がついていけない現状では原因を制限するしかない。英国では05年から新たに始める養鶏では、ケージ飼育を禁止したと聞いている。データーの偽造、ねつ造がひん発している現状から考えれば、まして人の健康と命を保つための「食」であってみれば疑わしきは排除することが賢明な選択であり、人類の英知というものであろう。

2 タネの独占を助長すること。

わが国の農家ではタネの自家採種はほとんど行われなくなってしまった。自給用として細々と栽培されているもの以外は、種苗会社が供給する交配種である。しかし交配種はこれを逆に辿っていけば先祖返りで原種に辿りつくことができる。中国や東南アジアで栽培され、日本へ輸出されている野菜はそうやって育てた原種を自家採種してコストを抑えて栽培されているという。タネが高すぎるのだ。しかし、遺伝子組み換えではこれもできなくなる。その結果、種子の所有企業と利用農民との間に新たな従属関係が生まれ、とりわけ途上国の農民の汗は、そのほとんどをタネを通して搾取されることになろう。農業生産の振興にも農民の福祉にも寄与しないばかりか多様性を損ねることにもなる。

3 遺伝子操作は悪魔の技術である。

遺伝子組み換え作物がすでに実用化されている国、地域からの報告によれば組み換え作物のタネを自家採種したり転売したりした農民たちが、メーカーから告発されての裁判沙汰が少なくないという。しかし防止手段がないためメーカー側がとった対抗策が「ターミネーター、テクノロジー」だといわれている。つまり次世代は芽が出ない発芽しないタネの開発育成ですでに完成しているが、社会的な批判を恐れて実用化を見合わせているという戦慄すべき事態となっているようだ。まさに遺伝子組み換えは悪魔の技術である。パンドラの箱に閉じこめて永久に封印しなければならない。そうでなければ人類は破滅へ向かうであろう。
以　上
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